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In Nagahara Gakuen, the name of Saga Junior College was changed to Nishikyushu University

Junior College in 2009. In the same year Faculty of Children’s Studies of Nishikyushu University was

established on Kamizono campus, and the attached libraries were integrated between the university

and the junior college. The office work systems of them were also reorganized. With these reorganiza-

tions, we integrated the computer networks which had been used and managed separately from each

other on Kamizono campus and Kanzaki campus up to that time. We increased the number of comput-

ers and peripheral equipments on the integrated network in order to control them under the centralized

management system.In this paper, we describe the details of the network integration and the extended

network environment. Next, we suggest how the future improvement plan of peripheral equipments

and computer environment should be in Nishikyushu University.
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概 要

平成２１年度、永原学園では、佐賀短期大学の名称変更

および、神園地区への西九州大学子ども学部新設、附属

図書館の地区間統合、事務職員の組織改編等が行われ

た。これら学内改組に伴い、従来神埼地区と神園地区で

それぞれ別個に管理・運用していたコンピュータ設備及

び、コンピュータネットワーク設備も、地区を跨いだ形

で管理・運用が行えるよう統合・増設等を行った。

本稿はこの組織改編等にともない行ったコンピュータ

設備の変更・増設、ネットワーク構成・同設備の変更、

増設等について述べ、さらに、今後の西九州大学コン

ピュータ設備・環境のあり方についてその方向性を述べ

る。

１．背 景

１．１．佐賀短期大学の名称変更と子ども学部の新設

永原学園は創立４０周年を期に、平成２１年度より佐賀短

期大学の名称を西九州大学短期大学部へと変更した。ま

た、同年度より新たに西九州大学に子ども学部を新設す

るとともに、その建物を佐賀短期大学がある佐賀市神園

に新設した。この名称変更と学部新設に伴い、従来、地

区毎に別々に運営されていた附属図書館、及び大学ごと

の担当事務組織も統合・改変された。これにより、従来、

佐賀短期大学は神園、西九州大学は神埼、という地区に

よる大学の違いは、神園地区（以降「神園キャンパス」）

は短期大学部と子ども学部、神埼地区（以降「神埼キャ

ンパス」）は健康福祉学部とリハビリテーション学部と

いう、同一大学でも学部により設置場所が異なる建物配

置で、実際のキャンパスを構成することとなった。

１．２．短期大学部インターネットドメインの廃止とコン

ピュータシステムの統合

平成８年度より始まった西九州大学のコンピュータ設

備整備は、第１情報処理演習室設置（平成８年）、学内

LAN敷設（平成９年）、インターネットへの接続（平成

１１年）、第２情報処理室設置（平成１４年）、佐賀大学を経

由した高速インターネット接続（平成１６年）、学内 LAN

及び SINET（学術情報ネットワーク）経由インターネッ

ト高速化（平成１８年）と、必要とされる情報処理機器の

性能向上やネットワーク環境の進歩とともに神埼キャン

パス内で進められた１）。佐賀短期大学においても、時

期や内容に多少の違いはあるが、神園キャンパス内で同

様の設備整備が進められた。このように、平成２０年まで

は神園地区は佐賀短期大学、神埼地区は西九州大学と、

それぞれの地区で使用するコンピュータシステムも別々

の異なるシステムとして、独自にそれぞれの地区内で閉

じた形で管理・運用された。

しかし、前述の平成２１年度の佐賀短期大学の名称変更

やこども学部の新設、学内組織改編に伴い、両キャンパ

スで別々に行っていた従来からのコンピュータネット

ワーク管理・運用及び関連 PC設備もそれらの変更に合

せた構成や設定の変更、増設が必要となった。

当初、両キャンパスのコンピュータ設備及び学内・学

外のネットワーク接続の増設・構成変更等は、最小の工

数で対応することで話が進んだため、これまで独自に管

理・運用してきた二つのキャンパスのコンピュータシス

テムにほとんど手を加えず、それぞれキャンパスごとに

運用・管理することを検討した。しかし、検討が進むに

つれ、コンピュータの利用及び運用上で主に次のような

問題が発生することが明らかになった。

�西九州大学こども学部は、神園キャンパスに設置さ
れるため、こども学部の利用者及び PC等は神園

キャンパス（もしくは神埼キャンパス）の従来シス

テムとの相互運用ができず、資産（人・物）の有効

利用ができない。

�佐賀短期大学という名称がなくなってしまうにもか
かわらず、従来使用していたインターネットドメイ

ン名「saga-jc.ac.jp」を存続するのは、対外的にも紛

らわしく、名称変更を早期に浸透させるためにも良

くない。

これらの問題を解決し、各キャンパス間での教職員・

学生のコンピュータ環境における利便性の向上及び運

用・管理体制の効率化を図るため、それまで地区により

別々に管理・運用を行っていたコンピュータ及びネット

ワーク環境を統合することとした。

統合に当たっては、以下の２つを目的として、ネット

ワーク並びにコンピュータに関わるハードウェア環境及

びソフトウェア環境の整備を行った。

�大学及び短期大学部の学生・教員は、キャンパスに
関わらず、基本的にすべての学内のコンピュータを

利用可能とする（資産の有効利用）。更に可能な限

りソフトウェア環境を統一することで、キャンパス

に依存しないコンピュータ利用環境を提供する。

�佐賀短期大学の名称変更に伴い、従来使用していた
佐賀短期大学のインターネットドメイン（「saga-jc.

ac.jp」）を廃止し、変更後の名称に対応したインター

ネットドメイン名を利用可能とする。

以下では、このように平成２１年度に行われた学内組織

の変更に伴うコンピュータ利用環境及びネットワーク環

境の変更・改良に関して詳述し、今後の西九州大学にお
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図１ 従来のキャンパス内ネットワーク構成

表１．統合前のネットワーク機器台数

サーバー機器 教職員用 PC 学生用 PC

神園キャンパス １１ １００ ５０
神埼キャンパス １２ ２００ ２００

けるコンピュータ施設の方向性に関して述べる。

２．ネットワーク統合に関わる隘路事項と解決策

２．１．従来のネットワーク構成とコンピュータ環境

従来（統合前）の各キャンパスでのコンピュータ利用・

管理・運用は、キャンパス毎で別々に行われており、学

内 LAN環境も各大学で閉じた形で別々のネットワーク

として運用し、学外インターネットへの接続も各キャン

パスそれぞれ外部への接続線を設け別々に行っていた。

（図１）。

それぞれのキャンパスにおける学内の物理的 LAN構

成は、細かな機器の種類などを除いて同様の構成であ

り、図のようにサーバーやネットワークスイッチが設置

されるサーバー室からキャンパス内各棟へ、光もしくは

メタル線が敷設される。更に各棟に設置されるリピータ

によって、建物内の各部屋の情報コンセントまで LAN

を敷設し、コンピュータ等のネットワーク機器が接続さ

れている。学外に対するインターネット接続は、F/W

（ファイヤウォール）を通して行われ、DMZ（Demilita-

rized Zone）内部の一部のサーバー以外が直接外部とア

クセスすることは許されていない。外部接続は各キャン

パスそれぞれ２本ずつ線を有しており、神園キャンパス

の SINET接続は NTTの専用線（１２８kbps）でWeb閲覧

を除くすべての通信を、QTNet接続線は九電系の光回

線（最大１００Mbps）で、外部のWeb閲覧専用の通信を

行っている。神埼キャンパスは SINET接続に NTTの B

フレッツ（最大１００Mbps）を使用し、情報処理演習室（第

１、第２）のWeb閲覧を除くすべての通信を行ってい

た。同キャンパスのもう１本の線も NTTの Bフレッツ

を使用しており、これは、情報処理演習室（第１、第２）

からのWeb閲覧専用としている。

２．２．各キャンパスにおける従来のコンピュータ環境

ネットワークに接続されるコンピュータ（サーバーを

除く）は、その多くが IBM PC/AT互換機であり、マイ

クロソフト社のMS-Windows系の OSが使用されてい

た。

ぞれぞれのキャンパスで学内ネットワークに接続され

ているコンピュータの概数を以下に示す。（子ども学部

関連は含まず）

どちらのキャンパスにおいても、すべての利用者（以

下ユーザ）やネットワークに接続される PCは、マイク

ロソフトのアクティブディレクトリ（以下 AD）と呼ば

れるディレクトリサービスで管理されている。このサー

ビスは、それぞれのキャンパスで異なる単一のウィンド

ウズドメイン内で、複数のドメインコントローラ（以下

DC)と呼ばれるサーバーが、ユーザの認証やリソースへ

のアクセス権限、接続される PCやユーザのグループポ

リシーなどを管理している。ユーザは、利用時に DCに

対してユーザ名とパスワードによる本人の認証を要求

し、承認を得ることで、キャンパス内のどの PCも利用

することが可能となる。更に移動プロファイルという技

術を用いて、同じバージョンの OSであれば PCの設置

場所を意識せずに、どの PCからも同一のデスクトップ

環境やマイドキュメントの内容などの個人環境を利用可

能な仕組みとなっている。

従来各キャンパスでは、それぞれウィンドウズドメイ

ンとして、「INTRANET」（神園キャンパス）と、「NISIKYU

-U」（神埼キャンパス）が、運用されており、それぞれ

異なる DC群がドメイン管理（ユーザ認証を含む）を行っ

ていた。

このような環境の実現により、ユーザはその所属に

よってデータの共有を行うための共有フォルダを利用す

ることができ、コンピュータの物理的位置によらず、DC

の管理するユーザ情報をもとに、サーバーに保存されて

いるデータを他の利用者と共有、或いは独占して利用す

ることが可能となっている。

接続される PCは、教員のリクエストにより使用可能

なソフトウェアに若干の違いはあるが、主に以下のよう

なソフトウェア環境で利用されていた。

神園キャンパス（佐賀短期大学）

ユーザ認証・リソース管理：Microsoft Windows Server

２００３で ADによる管理

基本ソフトウェア（OS）：Microsoft Windows XP Profes-

sional

オフィススィート：Microsoft Office Professional２００３
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電子メールソフト（MUA）：Almail

Web閲覧：Internet Explore（プロキシサーバー使用）

神埼キャンパス（西九州大学健康福祉学部、同リハビ

リテーション学部）

ユーザ認証・リソース管理：Microsoft Windows Server

２００３で ADによる管理

基本ソフトウェア（OS）：Microsoft Windows XP Profes-

sional、Microsoft Windows Vista Business

オフィススィート：Microsoft Office Professional２００７

電子メールソフト（MUA）：Winbiff、MS-Outlook Web

Access

Web閲覧：Internet Explore（プロキシサーバー使用）

２．３．キャンパス間コンピュータ環境統合に要求される機

能と制約

前述の目的を達成し、更に管理・運用が大幅に変更さ

れることなくキャンパス間の統合が行えるよう、以下の

項目を統合の際の最低限の要求機能として、ハードウェ

ア・ソフトウェアの統合・増設を検討した。

�子ども学部新設に伴い導入される子ども学部棟内の
PC演習室、及び神園キャンパス新図書館に新たに

設置される教育用 PCは、子ども学部学生のみなら

ず、短期大学部学生も利用可能であること（教職員

も同様）

�従来からある短期大学部内 PC演習室は、短期大学

部学生のみならず、子ども学部学生も利用可能であ

ること（教職員も同様）

�子ども学部学生が神埼キャンパスで授業を受ける際
に、神埼キャンパスにおいても PC演習室を利用す

る可能性があること（教職員も同様）

また、佐賀短期大学において行われた会議において、

短期大学名称変更後に短期大学部で使用するインター

ネットドメイン名称は、西九州大学で従来から使用して

いる「nisikyu-u.ac.jp」を利用することが決定されたこと

から、以下の項目も統合の際実現する項目とした。

�キャンパスを問わず、西九州大学、同短期大学部、
永原学園法人事務局のインターネットドメインは

「nisikyu-u.ac.jp」とし（サブドメインを設けない）

電子メールアドレスも両キャンパスで共通のドメイ

ン名（「＠nisikyu-u.ac.jp」）とする（学生は除く）

基本的にこれらの要求を満たすことを条件としたが、

以下の事項に関しては、制約事項と考え、極力コストや

作業量を抑えるよう検討した。

�統合にかかるトータルコスト
�PC・ネットワーク環境の運用・管理における作業

量。（従来両キャンパスで行っていた作業のトータ

ルが、統合後に PC増加割合以上に増加することの

ないこと）

２．４．キャンパス間コンピュータ環境統合のためのいくつ

かの方法

従来のネットワーク構成・PC環境をベースに、組織

改編後のそれぞれのキャンパスで、前述の要求機能を効

率よく実現するための環境統合の方法を検討した。環境

統合は、ユーザや PCの管理を行っている ADを中心に

検討する必要があり、以下の３つの方式を検討した。

案１．基本的に、従来同様の管理・運用とし、ADに

よるユーザの管理は、組織上の構成によらず、

両キャンパスで別々に物理的な配置による管理

を行う。（従来と同様の管理・運用）

案２．両キャンパスのウィンドウズドメインをそのま

まとするが、両キャンパスのどの PCからでも

両ウィンドウズドメインにログイン可能とす

る。

案３．どちらかのキャンパスのウィンドウズドメイン

を廃止し、そのドメインが管理していたユーザ

や接続 PCの管理を、残ったウィンドウズドメ

インに移行する。

次にこれら３つの案に関して、詳細を述べる

� 案１

案１は、統合後のハードウェア構成は、統合前と変わ

らず図１と同様であり、コンピュータ環境は基本的に従

来通りの運用・管理であるため、コスト的に最も優れた

方法である。しかし、ADによるユーザやハード・ソフ

トウェアのリソースは、組織上の構成によらず、物理的

な配置により管理されるため、両ドメインすなわち神園

キャンパス及び神埼キャンパスの双方で同じユーザが

PCを利用するためには、両ドメインにそれぞれ同じ名

称のアカウント（重複アカウント）を別々に作成する必

要がある。この場合、両ドメイン上での同一アカウント

名のユーザは管理上異なるユーザとして認識されるた

め、デスクトップやマイドキュメント、共有フォルダな

どの環境は別々のものとなり、PCの操作環境は著しく

煩雑になることが予想された。

具体的な長所・短所は以下の通り。

＜長所＞

�ドメインやキャンパス間ネットワークの統合は不要
なため、運用・管理方法が従来と変わらない

�物理的にも論理的にもキャンパス間のドメインを接
続する必要がないため、導入時のコストが最も小さ

い

＜短所＞

�キャンパスごとにそれぞれアカウント登録やユーザ
管理などが発生する
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図２ キャンパス間 LANの統合

�必要に応じて、それぞれのキャンパスで重複して
ユーザを管理する必要がある

�AD内のディレクトリ構成と実際の組織構成及び

メールドメイン名が一致しない

�キャンパスを跨いだ共有フォルダなどは利用できな
い

�各キャンパスで従来行っていたユーザ管理（神園は
短期大学学生・教職員、神埼は西九州大学学生・教

職員）の方法が変更され、運用上のユーザ管理と組

織構成が異なる

�メールアカウントを神埼キャンパスで管理する必要
があり、メールサーバーの構成を大幅に変更しなけ

ればならない上、神園キャンパスで使用できるメー

ルソフト（MUA）に制限が発生する

�メールドメインを両キャンパスで統一する場合、�
のようにメールアカウントを神埼キャンパスで管理

（登録）する必要があり、神埼キャンパスでの管理・

運用の作業が増大する

� 案２

両キャンパスのすべての PCから、両方の既存ウィン

ドウズドメインにログイン可能とするためには、VPN１）

などを利用して両キャンパスのネットワークの一部を物

理的に接続し（図２）、一つの LAN構成とした後、そ

れぞれのドメインを親と子の関係（ドメインツリー）と

するか、ドメインフォレストとしてそれぞれのドメイン

間に信頼関係を生成する必要がある３）。これにより異な

る２つのドメインに配置された DCはそれぞれ情報を共

有するため、全ての PCからそれぞれのドメインに対し

てログオンが可能となり（ユーザにより使い分ける）、

ユーザ認証やファイル共有などのリソースの共有が可能

となる。但し、ユーザは各自自分が所属するドメインを

意識して PCを使用する必要がある。

この方法では、新設する子ども学部の学生や PCをど

ちらのドメイン（神園、神埼）に所属させるかにより、

使い勝手に違いが発生すると思われる。また、それぞれ

キャンパスで異なる業者が納入した既設 PCから、すべ

ての DC（これも設置場所により業者が異なる）に対し

て認証やデータアクセスが発生するため、障害発生時の

原因追求の過程でハード・ソフトの切り分け作業が複雑

になる可能性が大きい。

ユーザ管理に関しては、キャンパスごとにそれぞれア

カウント登録やユーザ管理が従来通り発生するため、管

理運用上の負荷分散は可能であるが、ユーザ情報の一元

管理は行えない。具体的な長所・短所は以下の通り。

＜長所＞

	ドメイン間の統合は物理的にも論理的にも必要であ
るが、サーバー構成の変更は最小で済むため導入時

のコストが比較的小さい

�ユーザや PCのポリシー管理がドメインごとに必要

なため、管理上の負荷分散が可能

�サーバー構成を一部変更することで、キャンパス（ド
メイン）を跨いだ共有フォルダの利用などが可能と

なる

�両ドメインのユーザが両ドメインの PCを使用可能

となるため、ハードウェアリソースの有効利用が図

れる

�ユーザ名（アカウント名）などのバッティングを考
慮せずそれぞれのドメインでユーザの命名が可能で

ある（ただし、ドメイン毎に同一ユーザ名が存在す

るため管理が煩雑となる）

＜短所＞

	キャンパスごとに別々の DCを管理しなければなら

ないため、アカウント登録やユーザ管理などが各

キャンパスでそれぞれ発生する。トータルとしての

作業量は統合前と比較して軽減しない

�神園キャンパスで管理するユーザのメールアドレス
のドメイン名を「nisikyu-u.ac.jp」とすることができ

ない（双方の DCに同一ユーザ名を登録するのは非

現実的）

�ネットワーク構成によっては、各キャンパスで IP

アドレスが重複するため、その場合アドレス体系を

変更する必要がある

�異なる業者が納入した両キャンパスの DC間で信頼

関係を結ぶうえ、全ての PCから、両キャンパスの

DCへの認証やデータアクセスが発生するため、障

害発生時に障害箇所の切り分けが困難である

更に、新設子ども学部の教職員・学生を神園キャンパ

ス DCで管理するか、神埼キャンパス DCで管理するか

により以下の事が考えられる。
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子ども学部教職員・学生を神園キャンパス DCで管理

する場合

�AD内のディレクトリ構成と実際の組織構成及び

メールドメイン名が一致しない

�各キャンパスで従来行っていたユーザ管理（神園は
短期大学学生・教職員、神埼は西九州大学学生・教

職員）の方法が変更され、運用上のユーザ管理と組

織構成が異なる

子ども学部の教職員・学生を神埼キャンパス DCで管

理する場合

�AD内のディレクトリ構成とメールドメイン名が一

致しない

�子ども学部のユーザが神園キャンパスで PCを利用

するたびにキャンパス間で大量のデータの送受信が

発生するため、キャンパス間での通信の帯域幅の確

保が必要となる

案３．

どちらかのキャンパスのウィンドウズドメインを廃止

し、そのドメインが管理していたユーザや接続 PCの管

理を残ったウィンドウズドメインに移行するには、VPN

などを利用して両キャンパスのネットワークの一部を物

理的に接続した後、サーバーの再構成が必要となるた

め、PCや各種サーバーを統合するための作業は最も大

きいといえる。しかし、ドメイン統合後は組織の物理的

配置を余り意識せず、ADの持つディレクトリ構造を設

計することが可能なため、実際の組織構成に沿ったディ

レクトリ構成とすることが可能である。また、AD管理

に使用する DCも両キャンパスに設置可能でり、論理的

にどの DCも対等な存在となるため、管理作業自体キャ

ンパスをあまり意識せず実施することが可能となる。

コンピュータの利用に関しては、従来と同様一つの

ウィンドウズドメインしか存在しないため、ウィンドウ

ズドメインをあまり意識することなく利用することが可

能である。また、インターネットドメインは、両キャン

パスで一つのドメインとすることができるため、両キャ

ンパスで一つのメールアドレスのドメインを設定するこ

とも可能であるし、また、学生専用としてサブドメイン

のついたメールアドレスを作成することも可能である。

具体的な長所・短所は以下の通り。

＜長所＞

�ウィンドウズドメインを一つとするため、ユーザは
これをあまり意識せず、従来の操作性で使用するこ

とが可能である

�両キャンパスに設置される PCは、全て一つのウィ

ンドウズドメイン内で管理されるため、ユーザは、

PCの設置場所を意識せずに利用することが可能で

ある

��と同様の理由で、共有フォルダの設定等が自由に
行え、従来の使い勝手を殆ど変更せずに統合するこ

とが可能である

�管理・運用に関しても、同様の理由でキャンパスを
問わず設置されるどの DCからでも PCやユーザの

管理や新入生などのユーザ登録が可能である

�アカウントを集中して管理可能なため冗長な作業や
データの不整合はなし

＜短所＞

�ドメイン間の統合は物理的にも論理的にも必要で、
案１、２に比較するとサーバーの構成変更は広範囲

にわたる

�AD及びメールサーバーは、障害時のことも考慮し

て神園キャンパスに従来から設置されているものは

使用すべきでないため、ハードウェアの導入という

点でも統合時のコストが大きい

�統一前に両キャンパスにおいて同一ユーザ名が存在
した場合、どちらかのユーザ名の変更が必要

�LANの統合も必要となるため、両キャンパス間で IP

アドレスのセグメントが重なる場合、どちらかのセ

グメントを変更する必要がある。

２．５．環境統合方法の検討と結果

基本的に従来の構成を変更することなくキャンパス統

合に臨むことがコスト的に最も有利であることは分かっ

ていたが、それぞれ異なった長所、短所が発生するため、

前述の目標に加えて、運用・管理の容易さ、ユーザの利

表２．統合案別の目標達成の優劣

ハード共有
（キャンパス内）

ハード共有
（キャンパス間）

メール
アドレス

コスト 運用・管理

案１ ○ △※１ △※２ ◎ △※３

案２ ◎ ◎ △※２ ○ △※３※４

案３ ◎ ◎ ◎ △ ○※４

※１：キャンパスに跨った PCの利用には、両キャンパスで重複したユーザ登録が必要で、全く異なる環境での利用となる
※２：メールアドレスを同じドメインとするには、神園キャンパスドメインユーザに関して神埼キャンパスで重複してユーザの

登録が必要。MUAにも制限あり。
※３：メールアカウントの登録に関しては、作業量は従来比較で純増。
※４：ハード障害時の納入業者切り分けが煩雑
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便性、トータルコストの４つの面で案１から３の優劣を

検討した。

� 目標を前提とした各案の優劣

下表に、前述の目標に対する各案における優劣を示し

た。この表で優劣は◎、○、△の順で優位であるが、特

に△に関しては、どのような制約やデメリットがあるか

も表外に示した。ハード共有及びメールアドレスに関し

ては、案１、案２における△は、実現可能ではあるが、

統合後の利用において多くの問題を抱えていると考えら

れる。

� ユーザの立場からの各案の優劣

下表に、ユーザの立場からいくつかの使用環境に対し

て優劣を示した。PCの使用権は、おもにユーザのログ

イン操作を中心とした操作性を示している。

� 管理・運用の立場からの各案の優劣

下表に、管理・運用の立場から優劣を示した。これら

のコスト・作業量には、大きく分けて、導入時に発生す

るもの（導入ハード、導入ソフト、導入時作業）と導入

後運用中に定期・不定期で発生するもの（年次作業、障

害時作業）がある。

これらの案の内、実際に実施する内容の目安として、

�前述の目的をより満足する機能を有する。
�PCの利用環境の向上と管理・運用方法の向上と実

施内容に関わるコストが競合する場合、原則として

PC利用環境≧コスト≧運用管理方法の順番で優先

することとする。

�他の条件が同じ場合、毎年あるいは障害時に経費が
発生する案より、導入時に経費（作業コスト含む）

が発生する案を優先することとする。また、管理作

業のコストに関しても、同様に毎年（もしくは障害

時に）作業が増大する案は極力避け、導入時のみコ

ストを必要とする案を優先する。

当初の目的及び、ユーザの使用環境を示す表１、２に

おいては、明らかに案１から案３に向って、その目標達

成度及びユーザの使用環境が向上している。特に表２の

操作性において、“○”や“△”が示す操作性の低下は、

運用や管理などでカバーすることができないものも含ま

れており、案１におけるキャンパスを跨いだ PCの使用

や共有フォルダの利用などは、実質不可能だと考えられ

表３．統合案別のPC操作環境の優劣

PC使用権
（キャンパス内）

PC使用権
（キャンパス間）

メールソフト 共有フォルダ
移動

プロファイル
案１ ◎ △※１ △※２ △※３ ○※６

案２ ○※４ ○※４ △※２ ○※５ ◎
案３ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

※１：キャンパスに跨った PCの利用には、両キャンパスで重複したユーザ登録が必要で、全く異なる環境での使用となるため、
管理・利用の両面から非常に効率が悪い

※２：メール送受信のためのソフトウェア（MUA）で、MS-Outlook Web Accessを利用すためには、PC利用の際のユーザ名、パ
スワードを再度入力する必要があり、シングルサインオンができない

※３：基本的に異なるドメイン間でのファイル要求やユーザ権限の共有はできないため、神埼・神園間（または、子ども学部・
短期大学部間）でのファイル共有などはできない。

※４：ログイン時にドメインを指定した後ログインする必要がある。
※５：ユーザや PCがドメイン毎に管理されるため、ドメインに跨る共有フォルダなどの作成・利用は管理・運用上多大な負荷が

かかる上、管理作業が煩雑なため管理ミスを発生させるリスクが増大する。
※６：同一ドメイン内でのみ移動プロファイルの利用が可能。

表４．統合案別のコスト・作業量の優劣

表４．統合案別のコスト・作業量の優劣

導入ハード 導入ソフト 導入時作業 年次作業 障害時作業

案１ ◎ ◎ △※２ △※２ ◎
案２ ○ ○ ○ ○ △※３※４

案３ △※１ △※１ ○ ◎ ○※３

※１：現在使用中のハードウェアを拡張し流用することも可能であるが、耐用年数及び性能等を勘案し、新規導入を前提とした。
※２：キャンパス間で跨って PCを利用するユーザは各ドメインで重複してアカウントを登録する必要があり、名称がバッティン

グする場合は別途検討が必要、また、メールアドレスに関しては、別途神埼キャンパスでのアカウント作成が必要。
※３：短期大学部（事務部を含む）と神埼キャンパス及び神園キャンパスこども学部における PC等の納入業者が異なることがあ

るため、障害時はハード／ソフトの切り分け後、障害がハードウェアの場合、機器毎の切り分け後、担当業者に連絡する
必要がある。

※４：全ての PCから、全てのドメインサーバーにアクセスする可能性があり、障害時はソフト／ハードの切り分けに加えて、機
器（≒納入業者）の切り分けを行う作業が極めて煩雑である。
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る。

コストに関しては、案１、２、３の順で必要経費が増

加しているが、表３から分かるように、案３で必要とな

る経費は、主に導入一時経費であり、毎年必要となる経

費（もしくは作業）は、案１、２より低減可能である。

また、案３により発生する導入一時経費に関しても、主

なものは基本的に従来神園キャンパスで使用していた

サーバーに置き換わる機器であり、神園キャンパスで使

用していたサーバー群の経年を考慮すると（耐用年数６

年で遅くとも１～２年後にリプレース）、全機器リプレー

スにかかる経費の３０％程度が実質増加するコストだと考

えることができる。（１～２年早くリプレースしたと考

える事も可能）

これらのことを検討した結果、今回のキャンパス統合

におけるコンピュータネットワーク及び PC環境の統合

は、案３で実施することとした。

３．キャンパス間ネットワークの統合

３．１．短期大学ドメインの廃止とネットワーク統合方針

前述の案３の実施に伴い、それぞれのキャンパスが運

用しているインターネットドメイン及びウィンドウズド

メインの内、どちらかのキャンパスで運用しているドメ

インを廃止し、廃止ドメインに管理されていた PC及び

ユーザカウント等は残ったドメインに移行させることと

した。

以下の３項目を中心に検討した結果、最終的に神園

キャンパスにおいて利用されているインターネットドメ

イン並びにウィンドウズドメインを廃止することとし

た。

�名称変更後の短期大学部におけるメールアドレスド
メイン名等インターネットドメインは従来西九州大

学が使用していた「＠nisikyu-u.ac.jp」を利用する

（「saga-jc.ac.jp」は統合後、全て廃止する）

�運用しているサーバー機器の導入後の経過年数は、
短期大学設置機器の方が長いこと

�ネットワーク接続 PCの台数及び登録アカウント数

は短期大学設置分が少ない

具体的には、従来短期大学が使用していたインター

ネットドメイン「saga-jc.ac.jp」及びウィンドウズドメイ

ン「INTRANET」を廃止し、平成２１年４月からは、従来

西九州大学で使用していたインターネットドメイン

「nisikyu-u.ac.jp」及びウィンドウズドメイン「NISIKYU

-U」を短期大学部でも利用し、そのための物理的ネッ

トワークの統合、論理的ネットワーク統合、各種サーバー

廃止、新設などを実施することを全体的な方針として統

合を実施した。

図３ 統合後のキャンパスネットワーク構成
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３．２．ネットワークとPC環境の統合

３．２．１．キャンパス間の物理的ネットワーク統合

今回の統合に際しては、最終的にウィンドウズドメイ

ンを統合する必要があるため、従来それぞれのキャンパ

ス内で閉じた形で運用されていた別々の LANを、NTT

の Bフレッツを使用した VPN（VirtualPrivateNetwork）

で接続し、一つの LANとして統合する構成とした。（図

３）

LANの統合に際しては、従来から運用している両キャ

ンパスの IPアドレス体系に一部セグメントの重複が見

られたため、神埼キャンパス側のセグメントを新たに重

複しない値となるようにアドレス体系を見直し、スイッ

チ等のネットワーク機器およびサーバー・PCに至るま

でアドレスの設定変更を行った。

LANから外部ネットワーク（インターネット）への

アクセス経路は、基本的には、全てのアクセスに関して

神埼キャンパスのサーバーを経由して行う仕組みとした

が、ホームページへのアクセスに限り、従来通りそれぞ

れのキャンパスから直接外部へアクセスする構造として

いる。（但し、プロキシサーバー経由）

これは、外部への通り道をどちらかのキャンパスから

の一本とした場合に、キャンパス間を結ぶ線の負荷が増

大し、ユーザ認証などの処理時間が増加する事を避けた

ためである。

ホームページアクセス以外の外部接続（例えばメール

送受信など）は、どちらのキャンパスからのリクエスト

も、神埼キャンパスのゲートウェイを経由して、SINET

を利用したネットワークでアクセスする構造としてい

る。

このように統合整理した結果、キャンパスや大学・短

期大学部を問わず、学内のネットワークを一つのネット

ワーク（LAN）として、管理・運用することが可能と

なった。

３．２．２．神園キャンパスにおけるサーバーの廃止と新設

キャンパス間のネットワークの統合に伴い、佐賀短期

大学インターネットドメインは廃止する方針で作業を進

めることとしたが、更に、従来佐賀短期大学と西九州大

学で別々に行っていたホームページによる情報提供を一

本化し、西九州大学と同一のサーバー（アウトソーシン

グ）を利用してサービスを提供することが入試広報部で

決定されたことにより、従来佐賀短期大学で運用してい

たWebサーバーをはじめとする多くのサーバーは、以

下の表の様に廃止することとした。

統合後の神園キャンパスネットワークでは、従来神埼

キャンパスで運用していたウィンドウズドメインによる

PCやユーザの管理・運用を行うため、ユーザ認証や PC

表５．旧佐賀短期大学外部ネットワーク向けサーバー

サーバー 内容
DNSサーバー 廃止 短期大学インターネットドメイン用ネームサーバー
メールサーバー 廃止 短期大学インターネット電子メールサーバー
外部Webサーバー 廃止 短期大学ホームページサーバー
webプロキシサーバー 継続 短期大学ホームページ閲覧用プロキシサーバー
cybozuサーバー 廃止 短期大学サイボーズ（グループウェア）用サーバー

表６．旧佐賀短期大学内部ネットワーク向けサーバー

サーバー 内容
PDCサーバー 廃止 ウィンドウズドメインコントローラ
BDCサーバー 廃止 ウィンドウズバックアップドメインコントローラー
内部Webサーバー 廃止 学内向けホームページサーバー
ファイルサーバー 保留 教職員・学生用ファイルサーバー（一定期間後に廃止）
ウィルスチェッカサーバー 廃止 ウィルスチェッカ用パタンファイル等配布サーバー（不使用）
運用管理用サーバー 継続 端末メンテナンス用リモートアクセス用サーバー

表７．神園キャンパス３号館新設サーバー

サーバー ホスト名 内容
こども学部教職員用ファイルサーバー anpanman バックアップドメインコントローラ（BDC）兼用
短期大学部教職員用ファイルサーバー jamg バックアップドメインコントローラ（BDC）兼用
こども学部教職員用メールサーバー shokupanman 学内向けホームページサーバー
短期大学部教職員用メールサーバー batako 教職員・学生用ファイルサーバー
バックアップサーバー currypanman サーバーバックアップ用サーバー
PC演習室 CALLサーバー baikinman ３号館 PC演習室語学教育システム用サーバー
グループウェア用サーバー kamameshidon DeskNet’s用サーバー
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の認証に、神埼キャンパスに設置された DCを利用する

ことも考えられた。しかし、両キャンパスを結ぶ光回線

において利用できる帯域が狭く、キャンパス間のデータ

アクセスを極力減らす必要があったため、それまで神埼

キャンパスで運用していた PDC（プライマリドメイン

コントローラ）の複製に当たる BDC（バックアップド

メインコントローラ）等のサーバーを神園キャンパス３

号館（西九州大学こども学部棟１F）に設置することと

し、キャンパス間でのデータアクセスの回数を極力減ら

し、PC利用時のターンアラウンドタイムを極力小さく

するようなサーバー構成とした。

３．２．３．キャンパスネットワーク統合に伴う利用環境の統

合

今回のキャンパスネットワークでは、ウィンドウズド

メインの統合に伴う物理的なネットワーク統合や LAN

の統合などネットワークに関わる多くの設備・設定の変

更や増設を行ったが、これらのネットワークや PCの運

用統合に伴い、さまざまな制約や不整合が発生する可能

性が生じたため、これらに加えて幾つかの項目に関し

て、設定変更や構成変更などを行った。

３．２．３．１．オペレーティングシステム

神埼キャンパスでは、平成１８年よりアクティブディレ

クトリサーバーにMicrosoft Windows Server２００３を採用し

ている。また、学内ネットワークに接続される PCの内、

特にウィンドウズドメインに参加する PCにおいては、

サーバー OSと親和性の良いMicrosoft Windows XP Pro-

fessional以降の OSを搭載した機種のみ導入している。

ネットワーク統合時の神園キャンパスも同様の環境で

運用しており、統合に当たっては、従来の神埼キャンパ

スのサーバーをそのままに拡張を行ったため、学内で利

用される PCは両キャンパスともに特に機器構成等変更

せずそのまま利用することとした。

平成２３年１０月現在での学内ウィンドウズドメインに参

加している PCの OSは以下のとおりである。

Microsoft Windows７Enterprise：（１６３台）

神埼キャンパス第１情報処理演習室、あすなろセン

ター、他一部の教職員用 PC

神園キャンパス１号館１２２教室、あすなろセンター、

他一部の教職員用 PC

Microsoft Windows Vista Business：（１８９台）

神埼キャンパス第２情報処理演習室、７号館大学院演

習室、他一部の教職員用 PC

神園キャンパス３号館内設置 PC、他一部の教職員用

PC

Microsoft Windows XP Professional：（２７２台）

神埼キャンパス７号館 PC演習室、６号館大学院演習

室、他教職員用 PC

神園キャンパス短期大学部の教職員用 PC

３．２．３．２．オフィススィートの統一

従来より、両キャンパスではワードプロセッサや表計

算を行うためのアプリケーションソフトウェア（オフィ

ススィート）としてマイクロソフト社のMicrosoft Office

Professional（以下MS-Office）を利用してきた。当該ソ

フトウェアは、学生が卒業後就職先ですぐに使い始める

可能性が最も大きいソフトウェアであり、情報処理のリ

テラシ科目で利用するソフトウェアとして多くの大学や

短期大学が採用しているソフトウェアである。

MS-Officeはメーカーのマイクロソフト社により３年

程度の間隔でソフトウェアバージョンアップが行われて

いるが、本学では、以下の理由によりソフトウェアのバー

ジョンに追従したソフトウェアのアップグレードを行わ

ず、５年から７年程度を目安に全学一斉にバージョン

アップを行っている。

�学内に接続される PCは総数３５０台（統合後は６００

台）前後であるが、部分的なバージョンアップを行

うと、場所によって操作性が異なる上、利用者によっ

て互換性のないデータファイルを利用することにな

る

�１ライセンスの価格が２万円程度（買取）であり、
�を考慮に入れると一度のバージョンアップでかな
りの費用がかかる

�最新リリースバージョンが余り普及していない場合
や、普及までに１年以上経過する場合がある

�学科やコースによりバージョンが資格に関連する場
合があり、資格取得に必要なバージョンを用意する

必要がある

神園・神埼キャンパスの統合に当たっては、統合時そ

れぞれのキャンパスでMS-Office２００３およびMS-Office

２００７を利用していたが、ハードウェアリソースの共用を

行うため、基本的にバージョンを統一する方向で検討し

た。

統合の時点でバージョン２００７も既にリリース後１年以

上経過しており、２００３のサポート終了も近く、また、学

生が自分で購入しようとした場合、市場では２００７しか入

手することができず、一般的にも２００７がかなり流通して

いる。などの理由により、両キャンパスにおいてバージョ

ン２００７で統一することとした。但し、統合と同時に短期

大学部並びに法人事務局全ての PCのバージョンをアッ

プするとかなりの費用となるため、利用者の内、特に学

生に対して PC利用上の混乱が発生しないよう、短期大

学部内 PC演習室（１２２教室）既設 PCのみ、ソフトウェ

アのバージョンアップすることとし、その他の既設 PC
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は従来通りバージョン２００３で運用することとした。

３．２．３．３．ウィルス対策用ソフトウェア

ウィルス対策のソフトウェアは、従来神園キャンパス

が Sophos Anti-Virus、神埼キャンパスが Symantec End-

point Protectionを利用していた。管理上の問題もあり

キャンパス間での統一も検討したが、性質上利用者が直

接ソフトウェアを操作することはなく、ソフトウェアが

混在した場合でも利用者が混乱を招くことは考えにく

い。それに対して、統一するためには、ソフトウェアの

アンインストール及びインストール費用が発生するた

め、今回の統合では、それぞれ従来通り、短期大学（部）

は Sophos Anti-Virus、西九州大学は Symantec Endpoint

Protectionを利用することとした。

３．２．３．４．メールユーザエージェントソフトウェア（MUA）

前述のとおり、MUAはそれぞれのキャンパスで、さ

まざまなソフトウェアを利用しており、それぞれ使い勝

手も異なるため、不用意に変更を強いる事は避ける方向

で作業を進めたが、統合に伴い神園キャンパスに設置さ

れていた既設のメールサーバーが廃止されることとなっ

たため、神園キャンパスの利用者に関しては、従来の

MUAを使い続けた場合、MUAの設定のうちメールサー

バーに関する項目などを変更する必要があることが分

かった。そのため、これらの作業を省略するために、新

設するこども学部教職員及び短期大学部教職員、両キャ

ンパスの学生に関しては、従来から神埼キャンパスで利

用している Outlook Web Accessを利用することとした。

これにより、MUAに関わる個人設定などは一切行う必

要がなく、大幅に作業量を削減することが可能となっ

た。

４．統合後の利用環境と今後の課題

最後に今回行ったキャンパス統合における最終的な利

用環境と今後の課題を示す。

４．１．統合後の利用環境

４．１．１．PCにインストールされるソフトウェア

前章の内容をまとめると、統合後のキャンパス内での

PCの利用環境は以下とおりである。

OS：

Microsoft Windows XP Professional、Microsoft Win-

dows Vista Business、Microsoft Windows７Enterprise

オフィススイート：

MS-Office２００７、MS-Office２００３（神園キャンパス

一部）

ウィルス対策ソフトウェア：

Symantec Endpoint Protection、Sophos Anti-Virus（神

園キャンパス一部）

MUA：

Outlook Web Access、Winbiff（神埼キャンパス一

部）

ウィンドウズドメイン：

NISIKYU-U

インターネットドメイン：

nisikyu-u.ac.jp

今後新規に PCの導入を行う場合、ソフトウェアは以

下の組み合わせとなる。

OS：Microsoft Windows７Enterprise、オフィス：MS-

Office２００７、ウィルス対策：Symantec Endpoint Protection/

Sophos Anti-Virus、MUA：Outlook Web Access

４．１．２．PCの利用環境

前項のように PCの利用環境は基本的に統合前と統合

後及び、キャンパスや大学に依らない利用形態を目指し

たため、利用者の立場からの大幅な変更はほとんどな

い。

学生に関しては、特に短期大学（部）の２年生は、従

来利用していたMS-Office２００３からバージョンが２００７に

変更となったため、操作性にかなりの違いが発生した。

しかし、これは、市場で販売されている Officeのバージョ

ンが２００７である事や１、２００７が家庭など既に学生の身近

で多く利用されていることを考え、利用時の個別指導な

どで対応することとした。この問題は、統合後２年目か

らは完全に解消される。

教職員に関しては、神園キャンパスの短期大学部及び

事務部、法人事務局では、新たなメール閲覧ソフト（Out-

look Web Access）の採用により、アドレス帳などに関す

る利用制限が統合前の Almailより若干増え、使い勝手

が多少劣ることとなった。また、同様にオフィススィー

トのバージョンがこれらの部門だけ、古いバージョン

（２００３）のままの運用となった。そのため、マイクロソ

フト社が提供している互換パックを利用し、２００３の環境

で２００７のデータファイルを操作することで対応したが、

異なるバージョンのMS-Office間でのデータのやり取り

に一部支障をきたす場合があることが分かっている。

両キャンパスに専用の部屋を持つ教員や、両方のキャ

ンパスで PCを利用する機会がある教職員においては、

ウィンドウズドメインにログオンする際に必要となる個

人情報（ユーザプロファイル）等のデータを、一時的に

１ 統合時の平成２１年時点
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利用している PCに片方のキャンパスに設置されたサー

バーからコピーして使用するため、所属するキャンパス

と反対のキャンパスで PCを利用する場合は、ログイ

ン、ログオフにかかるターンアラウンドタイムが大幅に

増加している。また、それぞれのキャンパスにおいて使

用している PCの OSのバージョンが異なる場合、PC利

用環境の完全な共有が行われず、MS-Officeのデフォル

ト設定値や、インターネットエクスプロラーの利用環境

などに違いが発生する場合がある事が分かっている。

４．１．３．共有フォルダの利用に関して、

従来から神園、神埼両キャンパスで別々に運用されて

きた共有フォルダの利用に関しては、神園キャンパスに

限っては、データストレージを物理的に新しいサーバー

に変更したが、実際の運用に関しては、従来の利用形態

に完全に則り、短期大学部・神園事務部・法人事務局・

短期大学部学生と、西九州大学（こども学部含む）は完

全に独立した形で運用することとした。

その結果、使い勝手は、従来通りまったく変わらない

ものとなったが、本来共有する必要のある神園と神埼間

をまたいだ同一部署（総務部など）のデータ共有は、今

回の統合では実現できないままの宿題となった。また、

同様に、今回の統合による事務部署の改組（会計課の廃

止など）による共有フォルダの構成変更もペンディング

とした。２

４．１．４．インターネットドメインの統合

従来佐賀短期大学と西九州大学で別々に利用していた

インターネットドメイン「saga-jc.ac.jp」と「nisikyu-u.ac.

jp」が後者に統一されたことで、それまで、「saga-jc.ac.jp」

ドメインを利用してきた佐賀短期大学及び神園キャンパ

ス職員に関しては、メールアドレスの変更が発生した。

メールアドレス変更に当たっては、基本的にユーザ名

の変更はなく、「＠」以下のドメイン名のみの変更であ

り、また、メールアドレス移行期は、一時的に両アドレ

ス宛へのメールを受信可能とするなど準備期間を設けた

ため、特にアドレス変更に関わる混乱はなく、旧アドレ

スの完全停止後の現在も問題なく運用している。

４．１．５．PCの運用・管理環境

学内ネットワーク及びネットワーク接続 PCの管理及

び運用は、従来それぞれのキャンパスにおいて、別々に

行われてきており、統合後も基本的にこの方針には変更

はない。

しかし、従来別々の管理を行ってきたサーバー機器に

関しては、インターネットドメイン及びウィンドウズド

メインの統合とともに、それぞれ一つのドメインとして

運用されることになり、統合前に神園キャンパスに設置

されていたサーバー機器自体も、神埼キャンパスサー

バー群のバックアップサーバーとして神園キャンパス内

にリプレースされたため、そのハード・ソフトに関わる

管理・運用は、西九州大学神埼キャンパスにおける管

理・運用と同じ体制で行うこととなった。

これにより、メンテナンス等で行う作業内容自体は変

わらないものの、例えば新規採用教職員の登録や学籍異

動に関わるユーザカウントの登録・メンテナンスなど、

従来２か所で行っていた作業は神埼キャンパスのみの作

業となり、神園・神埼トータルでみた場合、作業量がほ

ぼ半分となっている。また、不定期に発生する障害対策

などの内、ネットワークに起因するものや新規ハード

ウェアの設置に関する対応は、神埼キャンパス対応とな

ることがあるため、トータルとしてみた場合の作業量は

減っているが、神埼キャンパスでの作業量が増加してい

る。

サーバー機器を除く PCやその他のハードウェア保守

や点検作業においては、従来どおり各キャンパスにおい

て別々に実施しているが、ネットワークに関わるハード

ウェアの保守・管理は、神埼キャンパスからの対応とな

るため、作業内容及びトータルとしての作業量は変化が

ないが、相対的に神埼キャンパス対応となる作業は増加

している。

４．２．今後の課題

４．２．１．キャンパス間通信

今回のキャンパス間ネットワークの統合に関して、そ

れぞれのキャンパスに所属する学生および教職員は、基

本的に所属するキャンパスで情報機器を利用することを

その前提としている。これは、特定のユーザがキャンパ

スを跨いで PCを利用するという事を禁止しているわけ

ではないが、基本的にそういった利用はしないという事

を想定しているということである。これを前提として、

それぞれのキャンパスのユーザデータを保持するファイ

ルサーバーを各キャンパスに配置しているため、最大１００

Mbpsの Bフレッツを利用したキャンパス間通信のトラ

フィック量は大幅に低減され、メールの送受信や DC間

の同期に十分なキャンパス間通信が可能となっている。

このような環境の中、講義やその他作業のため所属と

異なるキャンパスで PCやネットワーク環境を利用する

ユーザが少しずつ増えてきており、そのようなユーザか

ら、ログオンやログオフの時間が異様に長いというク

レームを受ける機会が多くなってきている。原因はログ

インやログオフ時に、サーバーと PCとの間で送受信を

２ キャンパス間での共有設定および事務部門改組への対応は平成２３年２月に実施
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行うプロファイルデータである。これは個人用の設定

ファイルやデスクトップの情報、マイドキュメントに保

存される情報であり、その総容量によりデータ送受信に

必要となる時間（ログオン／オフ時間）が左右される。

また、それに加えて、ウェブ閲覧の記録や Cookie、キャッ

シュされたホームページデータなどの、容量自体は小さ

いがファイルの総数が大きいファイル群などのキャンパ

ス間のコピーが、通信などの遅延を増幅させ、結果的に

データの送受信に大きな時間を割いている場合が多い。

これらは、ユーザが所持するデータファイルの保存先

をデスクトップやマイドキュメントから自分のフォーム

フォルダに移すことで、ある程度解決する事が可能であ

るが、ユーザの設定や操作だけではどうしても、対応で

きない場合もある。そのため、今後、キャンパス間通信

の種類を現在のフレッツグループ網からフレッツ VPN

ワイド網などに変更するなど、キャリアが提供するサー

ビス向上などに応じて、キャンパス間の接続方式などを

検討する必要があると考えられる。

４．２．２．プロファイルの破損

神園キャンパスの１号館１２２教室（PC演習室）では、

統合後 PCを利用する学生がログオンする際に、ユーザ

プロファイル（利用者独自の設定情報など）が破損する

事例が複数（数件／週程度）起こった。破損が発生した

場合、対処療法としてサーバーの管理者が神埼キャンパ

スからリモート操作で当該ユーザのプロファイルを初期

化することにより対応した。これに関しては統合後可能

な限りの原因追求を行ったが、特に PCを納入した業者

とログイン時に使用するサーバー及び LAN統合を行っ

た業者が異なっていたため、PC・サーバーの同期を取っ

た原因追求がうまく行えず、統合後、平成２３年の同教室

の PCのハードウェアリプレースまで同様の状況が続い

た。同リプレースの後は、本稿執筆時点で１か月程度運

用しているが同様の障害は１件も発生していない。

今回のネットワーク統合により、今後も納入業者の違

いによるこのような障害発生の追求がうまくいかない

ケースが考えられるため、リプレースなどによる障害発

生の可能性が予測できるハードウェアやソフトウェアに

関しては、発注前に業者間でのすり合わせを十分行わせ

たり、業者選定において関連機器は同じ業者に発注する

など検討が必要である。

４．２．３．メールソフト（MUA）に関して

神埼キャンパスの一部及び神園キャンパスでは、メー

ルを送受信するためにMUAとして、Outlook Web Access

を使用していることは、既に触れたが、本ソフトウェア

は、メールサーバーとして導入しているMS-ExchangeServer

（ソフトウェア）の機能の一部として実装されており、

本学のメールアカウントを所有するユーザは自由に利用

できる。

このソフトウェアには大きなメリットが２つある。ひ

とつは無償で利用できること。もうひとつは、新規ユー

ザはドメインユーザの登録を行うと、別途メールに関す

る登録や設定がサーバー側にもクライアント PC側にも

不要であるという事である。この２つによりサーバーの

管理・運用に関わる費用及び作業量が以前使用してた

MUAと比較すると格段に減少している。但し、ウェブ

ブラウザを利用したユーザインタフェースとなっている

ため、操作が若干煩雑で分かりづらく、また、アドレス

帳の情報などを他のMUAなどから移行して持ってくる

ことができないなど、細かな点で他のMUAと比較して

使い勝手が劣る部分がある。今後の課題として、管理・

運用にかかる費用、作業はそのままに、使い勝手や利便

性がより高いソフトウェアを導入することを検討する必

要がある。

４．２．４．今後のハード・ソフトウェアの更新作業

PCを取り巻くハードウェア及びソフトウェアは、時

間とともに陳腐化しやすく、古くなったものは物理的に

動作可能だとしても、時代と共に増すデータ容量や通信

速度を処理することが困難となり、或いは時と共に進歩

する流通ソフトウェアなどの要求に対応することができ

なくなる。また、市場でも、同様に OSの進歩や新技術

の普及（例えばネットブックからタブレット PCのよう

に）により、ハードウェアの存在そのものが陳腐化する

場合もある。本学の学生のようにコンピュータを情報処

理の機械というより、高機能文具として扱う事が要求さ

れる学生は、卒後の環境で PCなどの情報機器を上手に

使いこなしていく必要があるため、情報リテラシなどの

講義を通して最新の情報機器と接している必要がある。

そのため、学内に設置する情報機器やネットワーク環境

などは、流通しているハード・ソフトウェアに遅れを取

らぬ様、継続的な刷新が必要となる。

前述のように本学は短期大学部を含めると、サーバー

だけで２０台以上、学生を対象とした教育用 PC３４４台、教

員向けの教育研究用 PC１９６台、事務用他 PC８４台と合計

で６００台を超えるドメイン参加 PCを擁する。このよう

な膨大な数の PCは、ハードウェアやソフトウェアの更

新を同時に行う事がその管理のためには都合が良いが、

それと同時に一度に更新することで次の様な問題が発生

する。

�１．５億円を優に超える経費が一度に必要となる
�最も古いハードウェアやソフトウェアを利用するこ
とになった年は、市場に流通しているものと比較し

て５年以上古い物を利用することとなる

�年度の途中で採用された職員や教員に関しては、更

― 71―



新時期を変える必要がある。（もしくは短期あるい

は長期間での更新となる）

�台数の把握から機器の納入まで数年に一度大がかり
な部隊を作ってリプレースを進める必要がある（数

年に一度多くの作業が発生する）

これらの理由より表８のように、従来神埼キャンパス

では、約４００台の PCと約１０台のサーバー並びにネット

ワーク機器及びMS-Officeを、６年（丸５年）をサイク

ルとして毎年部分的にリプレースしてきた。

これらの事を考えると、今後も今まで同様にこれらの

機器を随時計画的にリプレースしていく必要があるが、

今回の統合に伴い、PCの台数が２００台以上、サーバー１０

台以上、ネットワークスイッチなどの機器多数がキャン

パスネットワークに追加となっている。そのため、更に

以下の項目も検討しながら、キャンパス全体としてバラ

ンスのとれた情報機器の整備計画を進める必要がある。

�両キャンパスに設置されるサーバーは同時期リプ
レースが望ましい

�６年を過ぎたハードウェアは場合によって保守対象
から外れるので注意する必要がある

�ドメインサーバーリプレースに伴いクライアント
PCでドメイン接続できないものが出てくる可能性

があるので注意する

�SINETなどが行っているサービス（インターネッ

ト接続）の動向も勘案する必要がある（Bフレッツ

接続サービスは終息の方向）

表８．過去６年間でのPC及びネットワーク更新状況（神埼キャンパス）

年度 更新内容
平成１７年
（２００５）

附属図書館、大学院、教員研究室、事務局 PCリプレース
学内 LAN一部拡張（１０Mbps撤去）

平成１８年
（２００６）

学内サーバー群リプレース
学内 LAN拡張(G化）
SINET向ネットワーク、光ケーブル接続へ変更
７号棟 PC演習室・LAN敷設

平成１９年
（２００７）

平成２０年
（２００８）

第２情報処理室リプレース
MS-Office２０００→２００７（神埼全学）
神園キャンパスとの LAN統合作業
神埼こども棟 PC演習室・LAN敷設

平成２１年
（２００９）

リハ大学院演習室 PC設置

平成２２年
（２０１０）

教職員 PCリプレース（Win７）
第１情報処理室リプレース（CALL化）
神園キャンパスネットワーク高速化（Ｇ化）

平成２３年
（２０１１）

神埼教職員用・大学院演習室・図書館 PCリプレース（未着手）

表９．今後６年間でのPC及びネットワーク更新計画（両キャンパス）

年度 更新内容 経過年数
平成２３年
（２０１１）

（神園短大部）PC演習室（１２２教室）PCリプレース ６年目

平成２４年
（２０１２）

（神園短大部）教職員用 PCリプレース ７年目
（神埼）一部教職員用・大学院演習室・図書館 PCリプレース ７年目
（神埼）学内ネットワークスイッチ・ルータリプレース（１～６号館） ６年目

平成２５年
（２０１３）

（神埼）７号館 PC演習室・教職員 PC ７年目
（神埼）７号館ネットワークスイッチ・ルータリプレース ７年目

平成２６年
（２０１４）

（キャンパス全域）MS-Officeバージョンアップ ６年目
（キャンパス全域）全サーバーリプレース（神園・神埼） ６、８年目
（神園－神埼）キャンパス間ネットワーク機器リプレース ６年目
（神埼）第２情報処理室リプレース ６年目

平成２７年
（２０１５）

（神園こども学部）こども棟 PC・演習室 PC・LAN敷設リプレース ７年目
（神埼）７号館大学院演習室 PC設置 ６年目

平成２８年
（２０１６）

（神園）キャンパスネットワークスイッチ・ルータリプレース ６年目
（神埼）一部教職員 PCリプレース ６年目
（神埼）第１情報処理室リプレース ６年目
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�ソフトウェアのバージョンアップを行う際、前提と
する PCハードウェア性能を満たすかチェックが必

要である（オフィスやウィルス対策ソフトなど）

表９にこれらの項目を検討した上で、既設の PCや

ネットワークに関連した今後６年程度の機器リプレース

計画（予想）を示す。これらはその他の施設・建物など

の新設・建て替えなどにも関連しているため、中長期的

に他の施設と連携を取りながら進める事が重要であり、

今後の課題でもある。

４．２．５．管理・運用・保守に関して

西九州大学では、平成８年より PC環境の整備が始ま

り、毎年のように PCの台数及びネットワークの規模が

増大している。規模の増大に伴い、前述のように PCや

サーバーだけでも既に１億円を大きく超す設備となり、

単年度のハードウェアの保守だけでも１０００万円を超える

金額となっている。更に平成２１年度に行われた神園キャ

ンパスとのネットワークの統合で台数、設備、金額のい

ずれもこれまでにない規模になろうとしている。

このような中、コンピュータ及びネットワークに関し

ては、これまで全体としてその運用を見直しておらず、

現状の機器及び設備に無駄や冗長な部分がないか、コン

ピュータやネットワークの稼働率はどの程度なのか、具

体的な調査の実績はない。今後は、このような実状を調

査した上で、実際のデータに基づいた設備や機器を配置

することにより、学生や研究に対するサービスを維持し

たまま、機器や設備の規模や台数を減少させる事を検討

する必要があろう。それにより機器や設備自体のコスト

は言うまでもないが、それに関連する保守関連経費も規

模の減少に応じて削減することが可能と考える。また、

特に保守に関しては、２００台規模の時と同様の保守形態

を現状（６００台規模）でも行っているが、実際の障害発

生に対して現状の様な保守体制が果たして効率が良いの

か、台数に見合った保守形態を検討する必要があると考

える。

機器・設備の充実とともに、コンピュータやネット

ワークを管理する費用的コスト、人的コストは年々増加

しているが、これに対して管理を行う体制は、平成１４年

度以降殆ど変わっておらず、結果として障害発生時の復

旧時間は増加し、組織として進めなければならないセ

キュリティポリシーの策定や新しい PC環境の構想など

の将来像を描けない状況となっている。また、学内ネッ

トワーク管理や運用のノウハウ、導入計画の策定などが

少数の担当者によって行われており、前述のような実態

把握に関しても作業が追い付いていないのが現状であ

る。

このような中、１５００人を越そうとしている本学学生に

対してこれまで以上の情報処理関連サービスを提供する

ためには、情報処理関連設備・整備をハード及びソフト

の両面から管理可能なスキルを持ち、更にネットワーク

や情報機器の導入に関わる将来構想を検討出来る職員を

確保し、予算規模に応じた専門部署の設置などを実施し

た上で、学内情報処理機器・ネットワークの管理・運用

の高効率化や学生・教職員に対する情報処理関連サービ

スの拡充など、今後の学内の情報処理関連将来計画を検

討していく必要があろう。

５．ま と め

平成２１年に実施された永原学園改組に先だって、平成

２０年度から実施した神園キャンパス・神埼キャンパス間

のコンピュータネットワークの統合とそれに関連する情

報処理機器の統合や関連機器の導入、利用環境などに関

して詳述した。

統合は、限られた予算及び人的リソースで行われたた

め、必ずしもベストの結果を得られた訳ではないが、当

初目的としていた内容は概ね実現できたのではないかと

考えている。

統合後は、平成２１年１月より実運用を開始し、執筆時

点（平成２３年１０月）までに、神園キャンパスネットワー

クスイッチの更新（一部ギガ化）、共有フォルダの見直

しなど、徐々にではあるが学内ネットワークを構成する

ハードウェアおよびソフトウェアのアップグレードを

行ってきており、平成２１年の運用開始時期に比較する

と、若干ではあるが全体的な使い勝手は向上してきてい

るのではないかと考えている。

今後も、定期的なハードウェア・ソフトウェアのアッ

プグレード、並びに技術革新に応じたサービスの向上な

ど、継続的な情報処理関連サービスのサポートを続けて

いく事が重要であり、そのための組織的な取り組みを充

実させていく必要があると考えている。

最後となりましたが、統合の実施に際しては、立案、

計画、実施の全工程に渡って佐賀短期大学（現西九州大

学短期大学部）桑原教授、溝田特任講師、馬渡氏、及び

当時永原学園企画室課長であった小野氏に絶大なる支援

とご協力を頂きました。ここで改めて感謝の意を表しま

す。
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